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森
林
環
境
教
育
の
取
組

イ
ベ
ン
ト
で

G
W

「
ア
イ
ス
の
棒
ｄ
ｅ
ク
ラ
フ
ト
」
と

「

」

樹
木
の
タ
ネ
っ
て
ふ
し
ぎ
ダ
ネ
！

釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
で
は
、
Ｇ
Ｗ
の
イ

ベ
ン
ト
「
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
！
」
を

実
施
。
会
場
に
は
積
み
木
や
パ
ズ
ル
、
大
・

小
の
動
く
お
も
ち
ゃ
、
木
の
砂
場
な
ど
木
の

遊
具
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
た
ほ
か
、
木
に

触
れ
合
う
様
々
な
工
作
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
期
間
中
（
四
月
二
九
日
〜
五
月
六
日
）

、

の
八
日
間
で
五
千
六
百
人
も
の
人
々
が
訪
れ

。

子
供
た
ち
の
明
る
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た

当
セ
ン
タ
ー
は
、
木
の
工
作
で
二
日
間
を

担
当

「
樹
木
の
タ
ネ
っ
て
ふ
し
ぎ
ダ
ネ
！
」

、

で
は
、
樹
木
の
種
が
周
囲
に
広
が
る
方
法
を

示
す
パ
ネ
ル
や
種
の
標
本
を
展
示
、
ま
た
、

風
で
運
ば
れ
る
種
の
模
型
を
紙
で
作
り
、
飛

ば
し
て
遊
び
な
が
ら
種
の
ふ
し
ぎ
に
触
れ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

・
リ
ン
ゴ
・
ハ
ル
ニ
レ
計
五
十
本
と
ミ
ズ
ナ

ラ
の
ド
ン
グ
リ
五
十
個
を
植
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、
真
夏
の
よ
う

な
陽
気
の
中
、
子
供
た
ち
は
植
穴
掘
り
に
気

持
ち
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

第２７号

「
ア
イ
ス
の
棒
ｄ
ｅ
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
、

ア
イ
ス
の
棒
に
ノ
リ
を
付
け
、
テ
ー
ブ
ル
や

イ
ス
・
箱
な
ど
思
い
思
い
の
も
の
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に

は
、
子
供
と
二
時
間
か
け
て
ミ
ニ
家
具
を
作

り
上
げ
た
お
父
さ
ん
、
汽
車
や
車
を
作
り
上

げ
た
わ
が
子
に
感
激
す
る
お
母
さ
ん
な
ど
、

親
子
で
物
作
り
を
を
楽
し
ん
だ
一
日
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

学

校

林

活

動

を

支

援

★
五
月
二
十
日

水

標
茶
町
立
中
茶
安
別

（

）
、

な
か
ち
や
ん
べ
つ

小
中
学
校
で
春
の
学
校
林
活
動
が
行
わ
れ
、

実
の
な
る
木
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

中
茶
安
別
小
中
学
校
で
は

学
校
林
を

る

、

「

」

、

、

ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス
ト

と
名
付
け

年
三
回

（

）

全
校
児
童
・
生
徒
で
学
校
林

る
ん
フ
ォ
レ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
は
十
八
年
度
か
ら
お
手
伝
い
し
て

お
り
、
今
年
で
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
森
林
管
理
署
の
森
林
官
、
流
域

管
理
調
整
官
も
参
加
、
子
供
た
ち
に
植
え
方

を
指
導
し
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
・
ク
リ
・
ス
モ
モ

林野庁 北海道森林管理局

釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター



「 」雷別自然再生学習会
参加者を募集中

実施日時 平成21年6月13日（土）
8：30～15：30 雨天中止

（ ）センターを発着場所としてバスを運行

実施場所 標茶町雷別（雷別地区国有林）

実施内容 ・雷別自然再生事業地の見学
・広葉樹植樹（ミズナラ、

ヤチダモなど）
・事業地周辺の森林散策など

その他 定員20名（6月5日締切）
・申し込み順とし、定員になり

次第締切）

釧 路 湿 原 森 林 環 境 保 全 ふ れ あ い セ ン タ ー
〒０８０－０８２５ 釧路市千歳町６－１１

０１５４－１１－０５３３ ０１５４－４１－７３０５TEL FAX
URE http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html

E-mail h_kusiro_f@rinya.maff.go.jp

自
然
再
生
事
業
の
取
り
組
み

「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
の
活
動

五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
二
十

日
（
水

、
標
茶
町
と
厚
岸
町
の
両
町
に
ま

）

た
が
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
で
、
会
員

十
八
名
が
出
席
し
て
平
成
二
十
一
年
度
第
一

回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

日
頃
は
標
茶
町
雷
別
地
区
の
自
然
再
生
事

業
地
で
活
動
し
て
い
る
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
で

す
が
、
今
年
度
最
初
の
活
動
は
、
昨
年
十
一

月
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
で
実
施
し
た

「
炭
焼
き
」
体
験
の
炭
窯
を
開
け
て
の
炭
出

し
で
し
た
。
今
年
度
新
し
く
ド
ン
グ
リ
倶
楽

部
に
加
入
し
た
人
達
は

「
簡
単
な
炭
焼
き

、

窯
で
本
物
の
炭
が
で
き
る
の
だ
！
」
と
感
心

す
る
一
方
で
、
窯
の
中
で
火
が
回
ら
な
く
、

半
分
は
木
の
ま
ま
の
状
態
で
出
て
き
た
炭
を

見
て
「
エ
ッ
！
何
で
？
」
と
が
っ
か
り
す
る

人
な
ど
対
照
的
な
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
然
再
生
事
業
地
に
植
え
付
け

る
苗
木
育
成
た
め
、
雷
別
地
区
及
び
周
辺
で

採
取
し
た
種
子
を
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
利

用
し
た
播
種
床
に
播
き
付
け
ま
し
た
。
作
業

に
当
た
っ
て
は
、
経
験
者
と
未
経
験
者
を
組

み
合
わ
せ
、
三
班
に
分
か
れ
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
経
験
者
が
未
経
験
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
形
で
播
種
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
四
箱
を
初
め
、
ヤ
チ
ダ
モ
・
キ
ハ

ダ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
ハ
ル
ニ
レ
・
シ
ラ
カ

ン
バ
を
そ
れ
ぞ
れ
１
箱
ず
つ
計
九
箱
、
予
定

し
て
い
た
数
量
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

内
に
設
け
ら
れ
た
遊
歩
道
沿
い
に
樹
木
説
明

看
板
・
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
保
護
林
説
明
看

。

、

板
の
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た

作
業
で
は

通
常
の
剣
先
シ
ョ
ベ
ル
の
外
に
、
柄
の
長
い

「
穴
掘
り
シ
ョ
ベ
ル
」
を
使
用
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
見
た
こ
と
も
な
い
道

具
で
あ
り
、
使
い
か
っ
て
が
判
ら
ず
苦
労
し

て
い
ま
し
た
。

一
日
中
天
気
が
良
く
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
た
甲
斐
が
あ
り
、
無
事
予
定
し
て
い
た
作

業
を
全
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
番
組
出
演

く
し
ろ

「
五
月
十
四
日
（
木

「
Ｆ
Ｍ
く
し
ろ
」
の

）
、

生
放
送
番
組
「
ま
い
ど
！
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
出

演
し

「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
や
「
お
庭

、

」

。

で
苗
木
育
成

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た

慣
れ
な
い
ラ
ジ
オ
番

組
出
演
の
た
め
緊
張
し

て
望
み
ま
し
た
が
、
今

回
の
放
送
を
通
じ
て
一

人
で
も
多
く
の
方
が
釧

路
湿
原
の
自
然
再
生
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
雷
別
地
区
自
然

再
生
事
業
に
興
味
を
持

ち
、
こ
の
取
組
に
参
加

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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